
クラブ参加条件
・全ての競技で各地区大会からの参加とし、中体連各地区内の中学校に在籍する生徒で編成したチー

　ムまたは個人とする。

・陸上・バスケットボール・卓球・剣道・体操・新体操においては、地域移行モデル地区や自治体主

　導で地域移行を進めるために発足したスポーツ団体、地域移行の受け皿となっているスポーツ団体

　とする。（個人・団体種目ともに）

・競技団体への登録は必須とする。

・１つの活動母体から出場できるのは１チームのみとする。

・冬季競技（駅伝含む）については令和７年５月中旬に公表する。
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№ 種　　　目 Ｒ７クラブ対応（参加資格等）

1
陸　　　上

（駅　伝）

クラブ監督が引率すること。

在籍している学校の所属、または日本陸上競技連盟に登録をしている「地域移行モデル地区や自治体主導

で地域移行を進めるために発足した地域クラブ」、「地域移行の受け皿となっている地域クラブ」で参加

することができる。（条件あり）

複数の中学校から選手を選抜等によって編成されたチームは除く。

県大会からのエントリーとする。クラブ監督が引率すること。

・指導者について

（１）指導者は全日本スキー連盟が認定する「ＪＳＰＯ公認スポーツ指導者スキー・スノーボードコーチ

１」の資格を有する指導者が年間を通じて日常持続的に指導に当たっていることが望ましい。

（２）地域クラブの指導者は、他の地域クラブの指導者や、中学校の外部指導者として各都道府県予選大

会を含む全国中学校体育大会へ参加できない。

・全日本スキー連盟登録について

（１）地域クラブに所属する選手は全日本スキー連盟会員登録並びに競技者登録を完了していること。

（２）会員登録ならびに競技者登録の加盟団体（都道府県）・クラブ名は地域クラブと異なっても良い。

・大会出場について

（１）地域クラブの指導者並びに選手は、都道府県予選大会から同一でなければならない。

（２）同一年度内に選手が登録できる地域クラブは１クラブとし、地域クラブへの二重登録ならびに複数

都道府県予選大会への出場は認めない。

（３）地域クラブの指導者は大会運営や県選手団運営に協力すること。

（４）クロスカントリーリレー

　・以下の二つの要件を満たす場合は、地域クラブで参加することができる。

　　①「地域移行モデル地区や自治体主導で地域移行を進めるために発足した地域クラブ」、「地域移行

の受け皿となっている地域クラブ」又は登録メンバー全員が同一学校に在籍している場合。

　　②１団体から複数チームの参加は認めない。

・その他

（１）大会参加にあたり、上記細則に対して、虚偽、違反、逸脱行為が発覚した場合、各都道府県中体連

スキー専門部ならびに日本中体連スキー競技部で協議し、参加資格の取り消し、競技記録の抹消、次年度

登録の禁止など適当な処分を下す。

3 スケート

所属する学校の地区大会からエントリーできる。クラブ監督が引率すること。

日本スケート連盟登録名で大会参加申込をすること。

「選手が在籍する中学校所在地より出場すること」

4 アイスホッケー

地区大会からのエントリーとする。クラブ監督が引率すること。

大会に参加する地域クラブは、（公財）日本アイスホッケー連盟に登録しているチームとする。

大会に参加する地域クラブの監督および引率責任者は、ＪＳＰＯ公認指導者資格を有する者とする。

大会に参加する地域クラブは、青森県中学校体育連盟アイスホッケー競技部および大会実行委員会の意向

を尊重し、その指示に従うものとする。

※

※ クラブにおいて、Ａ市からは地域移行の受け皿として認められたがＢ市からは認められていない場合、Ａ市の中学校生徒はＡ市

スキー2

地域クラブの中学校体育大会参加条件（駅伝・冬季競技Ver.）

地域移行の受け皿となっているスポーツ団体とは、自治体が地域移行の受け皿として認めたクラブである。


